
２．今後の取り組み
①京都府内での対策実施状況の把握・フォローアップ

・実施状況を把握して情報共有するとともに、対策の有効性を検証する。

②モデル地区のフォローアップ

・対策実施後の効果検証や追加対策検討（必要な場合）等を行う。

③モデル地区での仕組みを京都府全体に普及

・府内各校へ仕組みの普及を図る。

・モデル地区として取組みたい地区に対して積極的に支援する。

④通学路の安全対策に向けた検討

・各関係者が抱える課題、懸案事項の解決に向けて検討を行う。

１．これまでの取り組み
1）京都府道路交通環境安全推進連絡会議の沿革・活動経緯

・平成8年度に公安委員会と道路管理者が連携して安全な道路交通環境の整備推進を図

るために設立。

・京都府の交通事故死者数は着実に減少。（右の図参照）

・児童・生徒の事故対策も対象としてきた。

2）通学路等安全対策部会の取り組み

・通学路での重大事故発生を機に通学路等安全対策部会を設立。

①京都府内の通学路緊急対策の実施状況の把握

・406小学校区を対象に合同点検を実施し、要対策箇所として2,291箇所を抽出。

・平成24年度末までに1,927箇所でハードないしソフト対策を講じた。

・今年度中に全箇所で対策を講じる、あるいは講じる内容を決めるところまで進んだ。

②モデル地区での取組み

・安全対策推進には、ハード対策だけでなくソフト対策・諸機関の連携・地域関係者の

合意形成が重要。

・先進的にモデル地区（2地区）で上記仕組みを実践。

・児童を含む利用者目線によるヒヤリハットマップ作成、及び対策検討。

・結果、協働で対策を推進していく環境が構築された。

京都府道路交通環境安全推進連絡会議

通学路等安全対策部会の概要

京都府で死者減少

児童の目線等
からヒヤリハッ
トマップ作成

対策の提案

中学生2人が死亡
した現場の点検
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京都府道路交通環境安全推進連絡会議の沿革・活動経緯①

年度
幹線道路

対策
生活道路

対策
自転車
対策

通学路
対策

会議

平成 8

平成 9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

「交通事故多発地点対策委員会」
（設立：平成9年1月）

「京都府道路交通環境安全推進連絡会議」
（設立：平成14年3月）

※1：「交通事故危険箇所対策部会」は平成14年度に前身となる
　　　「交通事故多発地点対策部会」が設立
※2：「あんしん歩行エリア部会」は平成15年度に前身となる
　　　「あんしん歩行エリア分科会」が設立
※3：「自転車通行環境部会」は平成23年度に設立
　　　なお、平成19年度から「自転車通行環境の整備」について
　　　「あんしん歩行エリア部会」で検討
※4：「重大事故対策部会」は社会的影響の大きな重大事故が発生した場合に
　　　必要に応じて活動

平成15年度
事故危険箇所
（H15～H19）

交通事故
多発地点

対策委員会
の設立

委員会

幹事会

事務局

平成20年度
事故危険箇所
（H20～H24）

平成15年度
あんしん歩行

エリア
（H15～H19）

平成20年度
あんしん歩行

エリア
（H20～H24）

平成22年度
事故ゼロプラン

平成19年度
緊急対策箇所
モデル地区

平成24年度
本格的な
通学路対策

事務局

推進連絡会議
アドバイザー

会議

自転車
通行環境部会
(平成23年度より)

※3

交通事故危険

箇所対策部会
(平成15年度より)

※1 ※2

あんしん歩行
エリア部会

(平成16年度より)

※4

通学路等
安全対策部会
(平成24年度より)

重大事故
対策部会

京都府道路交通環境安全推進連絡会議
の設立
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京都府道路交通環境安全推進連絡会議の沿革・活動経緯②

京都府と全国の交通事故死者数の推移（平成8年を指数100とした場合）

平成13年度

推進連絡会議

平成8年度

事故多発地点対策委員会

中学生2人が死亡
した現場の点検
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合同点検結果 総括

通学路等の

緊急点検

平成24年4月

通学路等の

緊急合同点検

平成24年6月

府警、学校関係者、道路管理者が連絡を取り合った結果、
緊急性を重視し、それぞれが通学路等の緊急点検を実施し
て、直後よりソフトハードあわせての緊急対策に着手

府警、教育委員会、道路管理者で京都府内４０６小学校区
に対し緊急合同点検を実施し、対策必要箇所の抽出及び対
策内容の検討を実施

京都府内４０６小学校区に対して対策必要箇所２，２９１箇所を抽出

・平成24年度末までに1,927箇所でハードないしソフト対策を講じた。
（府内84％、全国平均57％）

・平成24年度末までに1,927箇所でハードないしソフト対策を講じた。
（府内84％、全国平均57％）

・今年度中に全箇所で対策を講じる、あるいは講じる内容を決めるところまで進んだ。・今年度中に全箇所で対策を講じる、あるいは講じる内容を決めるところまで進んだ。
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合同点検結果 総括（対策難航箇所事例） P4
対策難航箇所事例 ［交通量が多い、歩道がない路側帯部分にバイク・自転車が通過、店舗等が連立）］
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合同点検結果 総括（ハード整備の内容）

① 歩行空間の確保

③ ドライバーへの注意喚起

② 歩車道境界の分離または明示

［水路敷を利用して歩行空間
を確保した例（福知山市）］

［通学路を示す路肩の着色
の例（京都市）］

［歩行者と車両をゴム製ポールにより
視覚的に分離した例（木津川市）］

［交差点を着色して明示した例
（亀岡市）］

［通学路を示す路肩、及び車道
の着色の例（亀岡市）］

［通学路を示す表示板の例
（福知山市）］
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合同点検結果 総括（ソフト対策の内容）

① ドライバーへの啓発指導

「西院交通安全マップづくり講習会」 （右京区）
・開催日：Ｈ25年1月26日
・参加者：子ども世代（西院小学校児童）69名、

保護者世代 11名、高齢者世代 81名、合計111名＞

③ 講習会

② 見守り
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モデル地区の取り組み

総合的な

交通安全対策
リスクの

把握・共有

ヒヤリハットマップ

対策の

検討

OUTPUTINPUT

道路交通環境のハード整備・ソフト対策

児童・生徒への安全教育（リスク認知）

児童の視点
学校関係者の視点
地域の視点
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モデル地区の取り組み（モデル地区の募集・選定：余内小学校の概要）

広域図広域図

府道小倉西舞鶴線

国道27号

国
道
27
号

西舞鶴駅

余内小学校

国道175号

舞鶴市：余内小学校

余内小学校
検討対象範囲

倉谷交差点

倉谷口交差点

小学校周辺図（検討対象範囲）小学校周辺図（検討対象範囲）

通学路
歩道橋
横断歩道
一時停止

＜モデル地区の募集・選定＞

＜リスクの把握＞

＜対策の検討＞

＜総合的な対策に向けて＞

合同現地検討会

モデル地区の募集

モデル地区への応募

モデル地区の選定

現地確認

地域関係者で対策素案検討

ヒヤリハットマップ作成

対策とりまとめ

方針打合せ

対策の実施

効果評価
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モデル地区の取り組み（リスクの把握：ヒヤリハットマップの作成）

児童・PTA・地域の協力を得て情報収集児童・PTA・地域の協力を得て情報収集

ヒヤリハットマップヒヤリハットマップ

＊余内小学校の一例＜モデル地区の募集・選定＞

＜リスクの把握＞

＜対策の検討＞

＜総合的な対策に向けて＞

合同現地検討会

モデル地区の募集

モデル地区への応募

モデル地区の選定

現地確認

地域関係者で対策素案検討

ヒヤリハットマップ作成

対策とりまとめ

方針打合せ

対策の実施

効果評価
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モデル地区の取り組み（対策の検討：合同現地検討会）

＊余内小学校の一例

ヒヤリハットマップに追記ヒヤリハットマップに追記

地域の関係者で対策素案（検討案）を作成地域の関係者で対策素案（検討案）を作成合同現地検討会合同現地検討会

＜モデル地区の募集・選定＞

＜リスクの把握＞

＜対策の検討＞

＜総合的な対策に向けて＞

合同現地検討会

モデル地区の募集

モデル地区への応募

モデル地区の選定

現地確認

地域関係者で対策素案検討

ヒヤリハットマップ作成

対策とりまとめ

方針打合せ

対策の実施

効果評価
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対策実施後の効果検証や、必要に応じて追加対策の検討などのフォロー
アップを行っていく。

各関係者が抱える課題・懸案事項の解決に向けた検討を行う。

②モデル地区のフォローアップ

④通学路の安全対策に向けた検討

通学路対策に係る今後の取り組み方針（案）

各地域の安全対策協議会などの場を通じて、各通学路に普及していく。
モデル地区としての取組みを求める地区があれば積極的に支援していく。

③モデル地区での仕組みを京都府全体に普及

公安委員会・教育関係者・各道路管理者等が実施した通学路の点検結果
を基に、取り組み状況について、今後も継続的に情報共有を行っていく。

またフォローアップにより対策の有効性を検証する。

①京都府内の進捗状況の把握及びフォローアップ

P1
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今後の取り組み方針（案）のイメージ

対策の実施

効果評価

モデル地区での仕組みを水平展開

＜③京都府全体へ仕組み普及＞＜②ﾓﾃﾞﾙ地区のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ＞

＜④通学路の安全対策に向けた検討＞

課題・懸案事項の解決に向けた検討

＜①京都府内の進捗状況の把握＞

取組み状況について情報共有及びフォローアップ

○京都府全体

○モデル地区 ○モデル地区以外
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○
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○
○

傍聴席

京都府府民生活部
安心・安全まちづくり推進課
事業推進担当副課長瀨戸良文

京都府府民生活部
安心・安全まちづくり推進課
事業推進担当主査松村明仁

京都府建設交通部
道路管理課安全・指導担当
副課長林 昌親

京都府建設交通部
道路管理課安全・指導担当
主査小松吉則

京都府教育庁 指導部
スポーツ・健康安全担当課

課長 奥田 秀一

京都市建設局土木管理部
調整管理課
課長谷口一朗

京都市建設局土木管理部
調整管理課
補佐橋本典之

京都市建設局道路建設部
道路環境整備課
課長石塚憲

京都市教育委員会
体育健康教育室
課長上田廣久

京都市教育委員会
体育健康教育室
係長中嶋裕

京都府 舞鶴市立余内小学校
校長 泉 高男
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